


浮き剥離などの損傷は確認されなかった,写 真 2の横桁上部にの

変色箇所は床版上面からの漏水である.道 路橋床版の耐久性低下

要因の一つとして橋面から雨水の浸透がある3).補強後も経年経

過により漏水個所のひび害Jれや浮きが報告されている2).

下面増厚工法を行うにあたり,予め該当劣化損傷部分を詳細調査

し,ひ び割れ状況,遊 離石灰,錯 び汁の有無等の損傷程度を考慮

し,劣 化損傷の原因を把握する必要がある.遊 離石灰,錆 び汁が

生じている箇所やひび割れ幅が o.2mm以 上あり将来的に悪影響

を及ばすと考えられる箇所には断面修復や樹月旨注入等の適切な処

置を施す必要がある.

3.2補強材料

下面増厚補強する場合は,補 強効果は既設部との合成により

得られ,材 料の強度性状が重要である,特 に,付 着強度の高い

材料を使用しないと早期はく離に至り補強効果が発揮できない,

表 2に 圧縮,曲 げ,付 着強度試験結果を示す。PCM練 混ぜ

温度の違いは,強 度に影響を与えることがわかる.圧 縮,由 げ

強度は練混ぜ温度が高いものが高強度を示した。これは,高 温

時にセメントと水がよく反応して強度発見につながったためと

考えられる。付着強度は練混ぜ温度 24℃が一番高い値を示した,

リートと増厚したPcMと がはく離し,測 定不能であった。

また,練 混ぜ温度が上がっていくと流動性が失われ,練 混ぜ

写真 2 追 跡田査結果 (漏水個所)

表 1ス ランプフロー試験結果

表 2強 度試験結果

練混ぜ温度 材齢(日)
圧縮 強度

(MPa)

曲 げ強度

(MPa)

付着 強度

(MPa)

1 4qc
7 158 451

238

24°C
7 212

30 8.42 229

34°C
7 21.2 1.34

公団規格値 235以 上 5.881次」L 1.50,次」L

温度が 34℃の時には粘性が低下し,ス ランプ

Ocm,フ ロー値 locmと なり,高 い付着力を得

ることができなかったものと思われる。夏期等

高温時の実施工においては練混ぜ水冷却等の処

置を行い,練混ぜ温度は25℃以下に抑えるのが

望ましいと考えられる.

4口まとめ

(1)補強前に該当劣化損傷部分を詳細調査し,

ひび割れ状況,遊 離石灰,錆 び汁の有無等の損傷程度を考慮し,劣 化損傷の原因を把握する必要がある。遊

離石灰,錆 び汁が生じている箇所将来的に悪影響を及ぼすと考えられる箇所には断面修復や樹脂注入等の適

切な処置を施す必要がある.

o)夏 期等高温時の実施工においては練混ぜ水冷却等の処置を行い,練 り混ぜ温度は25℃以下に抑えるのが

望ましいと考えられる.
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線混ぜ温度 スランプ フロー値

14℃ 3cm 126m

24°C 3cm 12cm

34qc Ocm 10cm

34℃の材令 28日 の付着強度は母材コンク
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